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號一十第卷一第誌雜究硏物植 


植物研究雜誌 第一卷第十一號 大正—一文日 


〇植物學者/觀タル第十一回/文展 

牧野富太郞 

左-一 揭載ス，批評ハ昨大正六 年 十二月三日(月曜日)發行ノ「大坂朝日新聞」第一二八九一號幷一一同十二月十日 
(月曜 m ) 發行ノ 同 新聞第一二八九八號 - i 於テ發表シタモノデア 〆 
〇本年モ文部 ti ノ第十一回美術展覽會ガ開ヵレタノデ私、1一度ソンヲ見一一行ッタガ相變ラズ其日本晝ノ植物ノ 
繪一ーハ實際卜違ッタ誤ガ多力, - y タノデ私ハ去年ノ樣二畫家諸君ノ參考二供センガ爲メニ之ンヲ其場デ書キ付ケ 
テ來タノガ下-一逐條記スル通リデアル是レハ徒ラ-一諸家/作品ノ缺點ヲ搜シ出シテ自ラ快トス 〆 /デハナク全 
ク我日本畫ノ爲メニ今後畫家一一尙一層注意シテ筆ヲ執ッテ貰ヒタィ本心ヵラ敢テコンナコトヲシタニ過ギナィ 
〇每度私ガ公言ス，如ク世ノ中ガ今日ノ樣-一進毋シテ來テハ繪畫モ亦從フタ進步セネパナラヌノデ何時マデモ 
昔流ノ考へデハ段々通ラヌ樣-1ナル何トナレバー方畫ヲ觀ル人々ノ頭モ亦段々進步シテ其眼カガ銳クナ 〆 ヵラ 
デア，其レ故是ヵラ後ハ畫中-一入ル物ノ形狀色彩ナドモ其晝ノ精粗-一拘ラズ必ズ正確一一出來テ其レガ美術畫卜 
成ッテ居 〆 モノデナケレバ 觀 覽者ガ承知セヌ樣ニナルノハ 必然 デア 〆 

〇今日 ノ時世ハ此樣- 一推 移シツ、アルガ然シ此趨勢/看破ガ出來ヌ樣ナ先見ノ明ナキ畫家、ノ次第-一淘汰セラレ 
遂-ー バ人後一 一落 チタ凋衰スル 運命-一陷，卜思フ其レ故苟クモ晝家夕，モノハ他山ノ石 トシ テモ須ラク 吾人 ノ批 
評ニモ亦耳ヲ傾ケタ我 本業ノ參考11資スべキホド其 道一一 忠實デナ ケレバナラ ヌガ私ハ我 邦畫家ノ 全體二其樣ナ 

植物學者ノ觀タル第十一面ノ丈展 
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植物學者ノ觀タル第十一面ノ文展_____ 

雅量ガアッテ孰レモ立派ナ大家トナラレン事ヲ我日本晝/爲メ 11切望シク止マナイ 

〇又世問-！ハ吾人ガ繪畫發達ノ爲メヲ念フタ畫家一 i 向フタ敢ーグ注意ヲ與フ，事ヲ僻事ノ樣ーニ言ッテ反駿スン V 
ガ偶ニハアグケレドモ日進月歩ノ今日其樣ナ陳腐ナ月並的ノ言ヲ弄シテ吾人ヲ非難ス 〆 ノハ偶其人ノ時代後レ 
ノ識見 C ?) ガ笑止一一窺ハレ，マデ、アッテ繪晝へ對シテ何ノ利益モアリハシナイ然シ私ハ世人一一向フテ其間一一 
誤解ノナイ樣一一十分能ク承知シーグ置イテ貰ヒタイコトハ私ハ是レ迄一度モ畫家へ對シ ー7* 寫眞卜同ジ樣一 一又 ハ植 
物學用寫生卜同ジ樣一一美術晝ヲ描ケト注文シタコトハ j 切ナイコトデア， 

® 妙見詣(東京、野田九浦〕畫中ノ路傍一一格梗ガアルガ葉ガマズイ是 レ ハ葉へ葉柄ヲツケル カラ デア 〆 格梗 
ノ葉ニハ葉柄ガ ナイ ノガ本當デアル故一 j 其ノ葉ヲ無葉柄 ノ乇ノニ 晝ケバ桔梗 トナ ルノデアグ又 桔梗ノ葉ハ普 S 
ハ互生スレドモー莖ノ內- i ハ時トスルト或ハ對生ノ乇ノ又ハ三葉輪生ノモノヲ交へルコトガアル、 晝中二一本 
ノ乙>?^§$ガア,ガ葉ガ莖ノ下ノ方二集リ且餘リ長スギルカラマズク見エル、又山路雨側ノ地二多ク生エテ 
居ダ莎草樣ノ雜草ハ雅キくぐ卜云ヒ得ルガ果シテサクダトスレバ此樣一 I 澤山ハ ナイモノ デアルガ晝者ハ何ノ積 
リニテ晝キシカ 

•棕櫚林(東京、中倉玉翠) 棕澗ノ花ノ睽ク頃二最早其前年ノ果穗(枯レ殘リタニ別トシテ^見ラレナ 
イガ此晝-1ハ花穂卜生ノ果實アル果穗トガ兩方描イテアル果實ハ秋二熟ス，ガ此果穗上ノ熟果、ン秋 ノ深ケ 行ク 
マ、-一漸次-一散落シ其果穗軸ハ漸次一一枯槁-一就キテ迚テモ翌年ノ花ノ時マデハ殘ッテ居 ナイ 此畫一ーアル蒙一一宅 
穗ノ下方-ーミグくシタ多數ノ果實ア，果穗ガ 出 テ居ルノ、ノ實際デ ハナイ 此晝デ、ノ棕櫚 一一 夏 卜秋ト ガー緖二來 
テ居ル樣ナ壬ノデアベ又 綜櫚ノ 葉ノ裂片ガ餘ジ度 -I 過ギテユラく波曲シテ居 〆 f 綜櫚葉ノ 强直ナ 氣分ガ 
少シモ發揮セラどズ居ナイ棕櫚葉ノ裂片ハ多少/ユレテ居，場合乇アレドモ此畫 ノ樣一 一大-ーユレ シブ ハ其 
葉ガ柔カク見 H テー向-一面白ク感ジナイ、畫中， '-- ぎぼぅし、ガア，ガ其花ガ五裂シテ居 〆 ハ 惡イコレ ハ六裂ーース 
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號一十第卷一第誌雜宪硏物植 


べキデア 〆 

#寒汀(島极、松下雲歃).畫中ノ蔓植物ハす S かづら即チ忍冬デア 〆 ガ蔓ガ右卷ニナツテ居 A ノハ極メテ 
正シイ几ソ蔓植物ハ多クノ場合ハ大抵左卷デア 〆 ガ此忍冬 >' ふぢ卜同ジク右卷デア， 

驂綠蔭 (來京、 W 上 鳳湖) 畫面二擴ガリ 居〆樹木 ハ 何歟 餘リ實物ヲ 起越シ テ 居 ルカラ何ダカサツ パリ分 ラヌ 
コンナ葉ノモノハ我日本帝國ノ植物ニハナイ、又 樹幹一一 着イタ蔓植物モ何ダカ 要領 ヲ得 ナイ モノデア 〆 
#凉園 (千葉、桐谷^ 鱗〕 右圖中央ノばな V ノ果穗ハ餘リ長ク多數ノ果實ガ着キ過ギテ居 〆 元來ばな、ノ花 
惠ハ芭蕉ノソレト同ジク本ノ方ノ數節二雌花ガアツテ實ヲ結ビソレヨリ先キ數十節二雄花ガアツテ此部ニハ實 
ハ出來ヌ花ハ軸ノ本ノ方カラ段々卜唆キ始メルカラ先ブハジメ-1雌花ガスムト其次々ノ雄花ガ日ヲ逐フテ順々 
二暌クノデア 〆 ソシテ其花ヲ擁セ 〆 大形ノ苞モ花ガ落チ V 卜同時二本ノ方ノモノカラ順々-！ 脫落シ テ行キ從フ 
テ其綠色ヲナシタ花軸ガ段々- i 象ノ鼻ノ樣一一長クナ，ノデアル今此畫ノ通リ澤山ノ果實ガ結ンデアン丈ケーー生 
一爱 シタトスン パ其時ノ雄花ハ最早餘程花軸ノ先キマデ暌キ進ンデ其雄花卜果實トノ間ハ著シキ間隙-ーナツテ居 
ナケレバナラナイ筈ダガ此畫デ、 V 其兩者ノ間ガ極メタ短クテ僅カニ節位シカ隔ツテ居ナイノハ決シテ實況デハ 
ナイ、又ばな V ノ花ノ窃ハ暗紫赤色デアツテ此畫ノ樣一一白色微紅暈ノモノデハナイ 

® 山々の裝ひ(東京、水上泰生)晝中ノ右南花ハ我邦西南地方ノ山地-ーアル品デおほしゃくなげ一名つくし 
しゃくなげ 卜云フモノ-一見 H ,ソレハ其花ガ七裂ニナツテ居 〆 カラデア 〆 普通ノしゃくなげ並-一白山しゃくな 
げハ共一一五裂花デアグ然シ此晝ノモノガおほしゃくなげダトスレバ其花色ガ馀リ淡過ギ 〆 此等ノ花冠ノ內面-一 
ハ斑點ガア，ソンガ此畫デハ花ノ側面 或 ハ 下 面-ーアグモノガ交ツテ居 〆 ガコンハ必ズ上正面一ーア，ベキコ ト恰 
モ他ノつ、 じ類ノ モノ ト同樣デナケレバナラヌ晝家ハ此等ノ花一一此斑點ノア 〆 意味ヲ知ツテ居 〆 デアラクカド 
クカ此レ、ノ是非トモ知ツテ置テ貰ヒタイ# ノデアツテ若シー度其理ガ解カレバ此等/花、ノ正シク描ケテ此畫二 

植物學者ノ觀タル第十一回ノ文展 
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植物學者ノ觀タル第十一吼ノ文展 _ _ 

ア，樣ナヘ^ハセズー！濟ムデアラウソシテ此石南花- i ハ雄蕋ガチト多スギ，是レハ十四本アレバ宜シイ、又晝 
キノ赤花ノつ、じ、ノ山つ、じデアラウガ此レモ雄蕋ノ數ガ多スギル是レハタ ，、五本 アレバソンデ宜シイつ V じ 
ノ類-1ハ十雄蕋ノモノト五雄蕋ノモノトガアルカラ其種類-1ヨッテ之レヲ間違へナイ樣二注意ス.ベキモノデア 
ル 

•蓮華(京都、菊池契月)此樣-!澤山ノ蓮ノ葉ヲ描クトスレバ今少シ其葉ノ硏究ヲシテ置クべキデアル蓮ノ 
葉-1ハ頭尾ガアル其傾キ方一ーモ規則ガアル又葉脈モ頭尾—ヨッテ差ガア，此畫ノ蓮葉ニハソンナ注意ガ少シ乇 
シテナイ 蓮ノ 葉ヲ硏究シテ見 〆 卜中々面白イモノガア， 

•黑髮(東京、鏑木淸方)石傍ノぁぢ3ゐ樣ノ花木ハたまぁぢさゐ卜呼ブモノデアグガ今少シ葉ヲ大キクシ 
且ツ今少シ葉先 キヲ尖ラ i / タラ最モ宜シ イコンナ植物 ヲ描ク.トキ モ人物 ヲ描クトー 樣ナ周到ナ， 注意 ガ爲テ欲 

シイモノデアル 

⑩花筐 (東京、伊藤龍涯)畫中澤山ノもみぢ葉ノ脈ガ葉底ヨリ出デズシー7"夫レヨジ少シ內へ入リタ 〆 點ヨリ 
放射狀二走ッテ居，此描法ハ我邦畫家從來ノ常式デア，ガ今日ハ是非之ヲ改メテ葉脈ハ必ズ葉底ノー 點カラ出 
發スル樣二描イテ貰ハネバ最早現代ノ進歩11ハ伴ハヌノデアル 

•奔瑞 翠光 (東京、平田松堂)晝面二擴ガヅタルはぅぎぅノ形狀甚ダ宜シ殊二其枝ハ粗デ刺ガアリ又其葉ガ 
去年ノ桉端-一集リーブ生ジ居，ノ狀ハ實況デアグ又葉柄ノ長イノト葉柄本/放大セダ處是ン亦實際卜違ッテ居ラ 

ヌ 

•はぜの木 (京都、大村廣陽〕 はぜのきノ狀甚ダヨシ其分枝ノ有樣誠一一申分ガナイト思フ 

♦幽居の秋 (東京、飛田周山〕つたノ落葉ノ狀宜シつたハ此晝-ーア 〆 樣二其落葉ノ時ハ其葉面先づ離レ落チ 

其葉柄ノミ暫時殘リーブ然，後葉柄モ地一一落ツルモノデアル、畫中-1ふぢノ黃葉セルモノガア 〆 ガ其落葉ノ狀、ノ 
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此處一一、ノ描イテナイふぢノ落葉、ノ其葉軸ノ雨方ノ小葉黃バンデ先ブ落チ其葉軸ノミガ殘リソレカラ其葉軸ガ靜 
力 一一脫落 スル モノデア 〆 ガ畫者ガソノ狀ヲ此 - I 描キ能ハザ リシ ハ少々殘念 -1 感ズ，、畫中す、きトー緖-一描イ 
テア 〆 菊科ノ植物/頗 V 要領ヲ得ナイモノデアグ其花穗ノ狀卜色トカラ推シテふぢばかまデハナイカト思フガ 
ソン 1 ーシテハ 莖ガ低ク細ク又葉狀ガ 面白ク ナイ畫者ハ何草ノ積リーーテ描キシモノカ 

翁伊勢 物語(東京、吉田秋光).萩ノ花、紫苑ノ花ノ睽ク時分ニハつたハマダ此畫ノ樣二紅葉スルモノデハ決 
シテ ナイ、又紫苑ノ花卜葉トノ描キ方ガ拙イト思フ 

❿野分 (東京、織田觀潮)小桶-一投ゲ込ミア 〆 桔梗ノ葉二葉柄ガアグカラ桔梗ノ葉トハ見 H ナイ桔梗ノ葉、ノ 
無柄デナケレバナラヌ、簾越シノ寒山竹ノ上部-!上下相並ンダ節ヨリ出タル枝ガ同方向一ーナツテ居 〆 ノハ惡イ 
晝面/一隅一！アルコンナ竹へデモ必ズ周到ナル注意ハ.拂フべキモノデアル、木芙蓉ノ花瓣、レねぢれ梅式-一必ズ 
一方へ回旋襞ヲナシテ居ナケレパナラヌモノデア，ガ此ノ晝ノモノ-ー ハサウナツテ居ナイモノガ交へテ描イテ 
アルガソレハ實際トハ違ツテ居，、然シ此レ、ン野分ノ風二吹キ亂サレタ木芙蓉ユ H 爲二花瓣ノ重ネガク 〆 フタ 

ノカモ知レナイ呵々 

參み そ-•の秋(東京、尾竹竹坡) 萩ノ花 ノ滿開ノ頃二、ノ尙つたハ紅葉セヌモノデアルカラ此晝ノ樣二紅葉セ 
ルつた ヲ萩ノ花 トー緖二描クノハ惡ルイ > 

® 霜お v 頃 (東京、廣瀨東畝) 全面二擴ガリタル柹ガア V ガ其雲ノ附キ方並二其葉ノ附キ方甚ダ宜シク少 
シモ實際卜 U 連ツテ居ラヌ此樣-1描イテ吳ン7-吾人、ノ始メテ晝面ノ前デ笑ヲ含ムノデア 〆 柹、ノ葉モ實モ必ズ今 
年 ノ枝二 着クべキモノデ又其枝ハ去年 ノ桉ノ 側方ヨリ出ネパナラヌモノデア 〆 柹デモ實際卜違ハヌ樣 -1 描カク 
トス 〆 一ーハ餘程綿密ナ硏究ヲ要ス y 

#和樂 (東京、保間素堂)まくはう 6 ノ出ルノハ夏八月頃即チ盛夏ノ候デアル其時分棕櫚ノ果實ハ此晝ニア 


植物舉者ノ觀タル第十一®ノ文展 
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植物學者 ノ觀タ ル第十一 III ノ丈展 _ 

，樣-一豐力-1熟ス 〆 モ/デナク其熟期ハ秋デア产此ノ果實ハ熟スレ> 黃綠色ヲ呈ス.，モノデア 〆 
磡閑庭の秋 (東京、伊藤 綾 春)やつでノ花穗ノ枝ノ頂-ーアル花拯ガ皆未熟ノ實 -1 ナッタ居リ其下-ーアル花毪 
即チ其枝ノ側ヨリ出ブル小枝頂-ーアグ花越ハ皆蕾デアッテ穗中二花ア，モノガーツモナイやつでハ時一ーヨ火卜 
此樣ナ有樣ニナッタ居ルコトモナイデモナイガ然シ此畫ニハ澤山/やつでガアルヵラ中二、 v 花ノ暌イタ花穗モ 
アッテヨイ譯デアルガソレガドレ.モドレ乇一樣- i 前者/狀態二描イテアグノデ物足リナイ感ジガスル又花穗ノ 
伸ビタモノへモ尙苞ヲ多數附ケタモノガ描イタアグガ然シ實際ハ此苞ハ早ク花穗ヨリ離レテ落チ，モノデ花穗 
ガ少シ伸ビテ生長シク時ニハ苞ハ旣一ーナイノガ常態デア， 

#八千ぐき (東京、結城素明) Z . ならノ蟲癭(栗毪狀ヲナセル〕ハ此樹ガ此畫一ーアル樣ナ枝振ノ時ハアノ樣ナ 
梢ノ方へハ附ヵヌモノデアル、晝中一一其果穗ヲ澤山ブラ下ゲーグ居ル蔓物ハ其果穗並-一果實ノ狀ヵラ言へパドク 
シテモやまの S もデアルガ果シテソレトスレ>其葉、ガ廣スギテやまのいもトハ見 H 難イ、畫ノ中程ニア，一灌 
木(白キ花ノ穗ヲ着ケタモノ〕ハ全ク要領ヲ得ヌ植物デア，ガ是レ -»' 其形狀ヲ寫スコトガ拙イヵラデアル此レーー 
攀デタダ蔓物ハえびづる力のぶだう力つた力誠二判別-一苦ムガ是レモ其描寫ガ巧デナイヵラデア，免びづる二 
シテハ葉裏ガ褐色デナイノミナラズ其果實ガ紫黑色デナイシつたトスレバ其果實ガ藍スギ且ツ熟期ガ早イシ、 

マー、のぶだうトシタモノヵ、畫ノ左ノ方-二本ノきせわたガ立ッテ居 〆 ガ此植物ハ此晝ノ樣二澤山ノ枝ハ分 
タヌモノデアグ、又たちふうるガアルガ其葉ノ描寫ガ頗，マズイ畫者ハ今少シ植物形狀ノ眞髓ヲ捕フル事一一努 
カスべキデア火卜思フ 

•四季花鳥(東京、荒木十歃)晝中-!ぁをきガア，其赤熟セル果實ノ房ガ其枝/側方-一附着シーグ居 〆 ノハ惡 
イ是レハ枝ノ叉ノ處一ーア，ベキデアダ、又かへで即チもみぢノ葉ノ葉脈ガ葉底ノ處ヨリ少シク葉中へ入リタル 
點ヨリ發出ス，ハ實際デハナイ此舊式ノ葉脈法、ノ是非トモ速力-一改ムべキモノデアグ 
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•鳶の 細道(東京、洞山天涯〕畫中二澤山ノ小笹ガアルガ其葉ガ皆縞ニナッタ居 〆 此縞即チ斑紋ハ葉裏二蟲 
ガ附クカラ出來 〆 モノ デ風通シガ惡イカ又 陽光/ 中リガ 惡イ樣 ナ處ノ庭ナドーー栽 H ア，モノ-一多ク生ズル モノ 
デア 〆 ガ然シ山中-一自然-一生 H テ適處ヲ得テ繁茂ス，モノーーハコンナ事ハメッタニナイ此晝ノ處ハ山中- r グ笹 
ハ皆 其 處ヲ得テ居 〆 譯ユ2此畫ニハ翠色ノ鮮カナモノヲ描クガ至當デアルト思フ晝者ハ多分此病葉 ノ笹ノ 「モ 
デ 〆 」ヲ庭ノ隅 カラデモ得夕者デア ラク 

⑩桃畑(東京、條田柏 邦〕桃ノ花ガ 皆 去年ノ枝ヨリ 出 デ其描キ方甚ダ宜シイ 又 其花瓣ノ本ノ間隙ヲ示スタメ 
- I 苦心シーグ居 〆 ノハ頗ダ喜パシイ 

©秋 田 蕗と爲朝百合 (京都、廣江霞舟〕秋 田 蕗ハモット林立シテ生ズ，モノデ斯樣二ぼつ^.マバラニ生エ 
ルモノデハナイ又爲朝百合トシテア，百合ノ葉腋！一 珠芽ガ描イテア，ガソンハ全ク誤リデア V 此百合一ーハ彼ノ 
おにゆ6即チ卷丹ノ樣一一決シーブ珠芽ハ出來ナイ畫者ハ何故-一殊蒐一一斯樣ナモノヲ葉腋二描キシカ合點ガ行カヌ 
又元來爲朝百合トム鐵飽百合ノコトデ此畫ノ百合ハ爲朝百合デハナクやまゆ6一名寶來寺ゆ. C / デア， 

❼笛(東京、材岡應東〕 百日紅ノ枝ノ葉ガ互生ニナッテ居 〆 モノガ多イ是ハ多クハ對生-1描クべキモノデア 
，中一ーパ多少ズリ違ッテ正シク對生-1ナラヌ場合モナイデモナイガ然シ多クハ對生デア 〆 

❿春興 (京都、玉舍春 輝〕畫中ノ樱ヲ若シし•たれざくらトスレパ 其 枝振リハ ヨイ トシテモ其花ノ形狀ハしだ 
れ ざ くら一ーハ成ッテ居ナイしざれざくらノ花ハ此樣11 濃艶 豐肥ナモノデハナイ此晝デハ恰モ染井吉野卜稱ス ダ 
機ノ花ヲしだれざくらノ枝1一附ケタトシ カ 見 H ナイ機 一一/種類-ーヨリテ其花 一一特色ガ アッテ花ヲ互 二融通サ ス 
コトハ禁物デア 〆 しだれざくらハ枝サへシダレテ居レパ花、ンドレヲ附テ モヨ イトイ •フ 譯ノモノデハナイ 
• 紅葉の名所 (東京、 益 田 玉 城) 駕 一一附ケ テアルくず(葛) ノ葉ガ 紅葉シ テ 淡紅色-ー ナッープ居，ノハ極メテ惡 
イくずノ葉/決シテ 紅葉. ス，モノデハナイ 

植物學者ノ觀タル第 十一 面ノ文展 ■ 
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•白蓮(東京，宮田司山) 畫面ノ下ノ方-!アル蓮ノ葉ハ其葉脈-ーヨリ r 其葉ノ方向ガ分ル樣-ーナツテ居，ガ 
然シ外ノ葉モ同ジク上下ガ判 〆 樣-一描イテ大-一蓮/葉-一意義アラシメタラ尙ヨイト感ジタ 
❿春光(京都、山田耕雲)やまざくらノ描法甚ダ宜シ其花梗ノ本-一苞ヲ描キシナド能ク出來テ居，又分枝法 
乇甚ダ適當デア， 

•泉殿(東京、蔦谷龍岬)ねむのきノ葉ノ小葉\形狀ハ甚ダ宜シイ 

•秋=趣 C 埼玉、江森天壽)植物ヲ甚ダ能ク寫シテ居ツタ畫面隈ナク實況デ滿チテ居 〆 殊-一左圖面ノ左隅-一 
立テグおにゆ-^ ノ花梗二孰レモ果實ノ着キ居ラヌナドハ實際ヲ知ラナケンバカクハ描ケヌモノデアルあにゆ6 
ハ花後大抵ハ果實ヲ結バス^ノデアル又右圖面ノ a まは6 ノ枯槁セントス 〆 モノナド其描寫二少シモ間然スル 
所ガナイ 

•春の 山 秋の庭(東京、都筑眞琴)晝中一ーアル山吹ノ花瓣ノ先ガ餘リ甚ダシク凹ミ過ギテ居 〆 假令其花瓣端 
二裂痕ガアグトシーグモソンハ實二僮ナモノデ目立ツホドノモノデ/ナイ 

參佛敵(東京、永田錦心)晝中 -1 アシラへル狹葉ノ草ハ頗广要領ヲ得ナイモノデアグガ多分舶來ノ北米原產 
ひめむかしょ名ぎヲ見ーブ描イタモノラシク想へル 

•秋興(京都、本多萬翠〕晝中二うんだう(龍膽).ガアダガ其葉ガ互生シーグ居 〆 ノハ惡イうんだうノ葉ハ總テ 
對生デ莖-一向ヒ合ツタ出デ且莖ヲ抱イタ葉柄ハナイモノデアグ 

❿小春の 夕 (東京、川合玉堂)洗ツーグ居 〆 大根ノ根ガ餘リ太スギル之ヲ其ノ傍ノ人-一比ブレパ約ソ其人ノ股 
ノ太サ程ア 〆 若シ晝ノ.通リデアレバ何地ノ產力、ノ知ラヌガでかいモノデアグ 

•道成寺(東京、松岡映丘)やまざくらノ幹並>一枝ノ形態ノ描法ガ不注意デアグ又其色モ不正確デアル其レ 
故若シ其花ヲ取リ除ケテ此，幹バカリヲ見タラ何ノ樹ダカサツパリ分ラヌー體やまざくらハ他ノ樹卜違ツテ樹ノ 
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外皮一一橫理 C 是レハ粗大ニナッタ皮目デアグ〕ガアルカラー種特別ナル外觀ヲ具へテ居，其レ故やまざくらハ宜 
シクやまざくらラシク描クべキモノデアグガドウシタ譯力近來 S くらノ樹幹樹枝ノ描法ガー體-一不眞面目-ーナ 
ッーグ居 〆 ノデ私ハソン..ナ畫ヲ觀，度-一甚ダ遺慽ノ至リニ堪ヘランナイ甚ダシキハ人ニヨルトしでナドノ幹ヲ 
r 乇デ 〆 」-1シーブさくらノ幹トシタモノガ數年前ノ文展ノ晝一ーアッタ事ヲ覺ユテ居火 

鬱吉野の 奧 (京都、 川 北霞峰〕 やまざくら ノ胄# ノ描キ 方ガ惡イ其理由 ハ 前ノ道成寺ノ下一 一 述べ 夕通リデ ア 

レ 

•朝(京都、竹內鳴鳳〕 晝中ノ人ノ採ラントシテ居グ菱ノ果實ガ黑スギ，菱ノ果實ハ生ノ時ハ外皮ガアッテ 
熟シテモ矢張綠色ヲ呈シテ居，此實ガ秋更ヶテ蔓ヨリ離ン泥中-一落チソレヨリ外皮ガ腐レテ後ハ其殼ガ黑色卜 
ナ 〆 ガソレハモットズット後ノコトデ即チ冬カラ來年へカケテ、>ア，ガソノ時ハ最早葉モ莖モ疾クニ枯レ果テ 
、仕舞フテ居ル 

❿岬の夏(東京、富田范溪) 畫中二丹赤色ノ百合ガア，ガ此レハはまゆう卜云フモノデアッテ海岸-1自生シ 
テ居，其花蓋片ノ本ガ互-一空イテ居，描キ方ハ大-一此ノはまゆうタルコトヲ發揮シテ宜シイ此ノはまゆうハ彼 
ノ人家11栽培セラレテア，すかしゆうノ原種デアル、又晝中/樹木ハ CA めゆづうはデアラクト思フゆづうは卜 
同屬デ海邊地方一一多キ常綠樹デアル 

•花畑(東京、濱田 白雨) 一面 5粟ガアルガ其將 二 錠ビントスル蕾ノ描キ 方 ガ惡ィ けし ノ蕾ガ將二旋ビン 
トス，トキ、ン其蓦片ハ本ノ方ガ先ブ花床即チ花托ヨ9離レ 〆 モノデアルガ此晝デ、ノソレガ反對ニナッーブ上ノ方 
ガ裂ケ下ノ方即チ本ノ方ガ依然トシテ花床二着イテ居，罌粟卜同屬ノ a なげし(虞美人草)ノ將-一綻ビントス， 
蕾ヲ描クトキモ大二其蓦11注意スベキデアダ 

•洩れ來る音色(東京、福永公美.) 少女ノ手二持チタル3くら§うノ花束ノ花ハなでし Z . 力石竹カノ花ヲ 

植物學者ノ觀タル第十一®ノ丈展 
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「乇デ火」-ーシテ描イタ痕跡ガアリ-^卜見エテ頗ル見 苦シ イ其蓦ヲ見ヨ其花冠 簡ヲ見 ヨ又其花冠面ノ中部ノ濃 
彩 ノ部ヲ 見ヨ值グ ニ ソレガなでし 乙 力石竹 カノ 花 カラ デアルコトガ首首 サダ、 さくら3 ぅノ譽/アノ樣二長キ 
筒形デハナイ S くら3ぅノ 花冠筒ハ 長ク 露出 ' y テ 居 ラナ ケレバ ナラ ヌ又さ くらさぅノ花冠 面 一ー ハ 五ツノ斑點ヲ 
ナシタ濃色ノ部ハナイ是レ等ハ皆なでし乙力石竹 カ ノ花ガ有シテ居， モノデアグな でし 乙並二石竹 ガ3 くら§ 
ぅ ノ近綠ノ乇ノ デモア 〆 トスレパ其 手本 ヲ之レ ニ 採ル ノモ或 ハ多少 恕スべキデ アルガ非常二 綠ノ遠イ石竹ナド 
ヲ「モデル」-1スルノハ最モ愼重ノ態度ヲ缺イデ居ル 

#廣葉洩る雨 C 大阪、豐島停雲)畫中ノほVのき甚ダ宜シ殊 -1 其葉柄ノ本ノ內面ノ托葉ノ去リシ痕ヲ描ケル 
ハ誠-一用意周到デア，此ノ如キ點ニマデ氣ヲ附ケテ描イテコソ始メテ上乘ノ晝モ作ラレ得べシト思フ 
•獻燈(京都、不動立山) I面-一ふぢガアルガ其蔓ガ左卷一ーナッテ居 S ガアル是二右卷ニスべキデアグ 
•川邊 (京都、山本紅雲) 一面二？タル草ハ原卜西洋カラ渡ジ來リタ今ハ野外ノ雜草トナッテ居ルひめじ 
ょをん(學名、ノ エリゲロン、アンヌ—ス デアル)卜云フモノデアルガ此晝デハ花ガ餘リ派手ヤカニ出來過ギタ居 
\ 

•白雨 (京都、武田鼓葉)夾竹桃ノ葉ガ大抵互生-一描イタアルガ其レハ正シクナイ是レハ悉皆對生力若 シク 
ハ三葉輪生二描クべキ乇ノデア火 

〇サテ上二逐條批評シ タ雖一 一就 r 見レバ今日ノ繪畫ノ上ニハ尙ホ形體等ノ誤 ラン テ 居 71/モノガ甚ダ夥シイコ ト 
ガ看取セラ〆、卜同時-一今日ノ畫家ハ今後ノ畫二對シテ尙一層ノ努力奮勵ヲセネバナラヌ責任ヲ其雙肩一一擔フ 
テ居〆樣一一私ハ感ズル、何時一ーナッタラ上ノ樣ナ非難缺點ガ全然繪晝 カラ 取リ去ラ〆、樣一ーナル カ 私ハー日モ 
早ク其ノ來ランコトヲ我繪畫ノ爲メ -lfr ルノデアル (畢) 












